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第３期播磨圏域連携中枢都市圏ビジョンの策定について 

 

 現行の第２期播磨圏域連携中枢都市圏ビジョンの取組期間が令和７年３月で終了するこ

とから、以下のとおり新たなビジョンを策定する。 

 

１ 播磨圏域連携中枢都市圏ビジョンの概要 

(1) 連携中枢都市圏ビジョンとは 

人口減少・少子高齢社会にあっても一定の圏域人口を有し活力ある社会経済を維持す

るため、連携中枢都市圏の中長期的な将来像や、関係市町が連携して推進する具体的取

組等を記載するもの。 

(2) 播磨圏域の構成市町（８市８町） 

姫路市、相生市、加古川市、赤穂市、高砂市、加西市、宍粟市、たつの市、 

稲美町、播磨町、市川町、福崎町、神河町、太子町、上郡町、佐用町 

(3) 取組期間 

第１期 平成 27年４月～令和２年３月（５年間） 

第２期 令和２年４月～令和７年３月（５年間） 

第３期 令和７年４月～令和 12年３月（５年間） 

(4) 具体的取組（第２期ビション） 

①圏域全体の経済成長のけん引      18 事業 

②高次の都市機能の集積・強化       6 事業 

③圏域全体の生活関連機能サービスの向上 32 事業 （全 56 事業） 

 

２ 現行ビジョンの評価について 

(1) 連携市町へのヒアリング結果 

・令和６年３月に連携市町へのヒアリング調査を実施。（１～５点の５段階評価） 

・評価対象とした 50事業中 29事業について「〇（３点以上）」以上の評価結果であり、

半数以上の取組については一定の評価がなされた。 
評価 事業数 主な連携事業 

◎（４点以上） ２事業 播磨臨海地域道路網の整備促進、職員研修事業 

○（３点～４点未満） 27 事業 
播磨圏域の情報発信、図書館の相互利用促進、救急搬送支援

システムの広域化、広域連携バス路線網等の維持・形成など 

△（２点～３点未満） 21 事業 
ものづくり支援、地場産品の販路拡大支援、インバウンド観

光の推進、文化芸術活動の推進、環境意識の啓発など 

×（２点未満） ０事業 なし 

※ 高次の都市機能の集積・強化分野については、姫路市が単独で実施する事業である

ため評価対象外とした。 

※ 事業ごとの評価は、「７ 参考データ (1) 各連携事業の評価」を参照（P.4） 

 (2) 成果指標（KPI）の状況 

   最新値については、別添「資料４ 成果指標（KPI）の状況」を参照 

    

３ 連携事業の検討体制について 

下記の会議体を設置し、第２期ビションの評価を基に第３期ビジョンにおける取組を検

討した。 
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(1) 経済成長のけん引部会 

  ① 地域産業振興チーム ② 地域資源マネジメントチーム ③ 広域観光推進チーム 

 (2) 生活関連機能サービス研究会 

  ① 環境・エネルギー  ② スポーツ振興     ③ 災害対策 

④ 地域公共交通    ⑤ ＩＣＴインフラ整備  ⑥ 人材育成等 

 

４ 目指すべき将来像と経済戦略について 

(1) 目指すべき将来像 

デジタル技術を活用した地域活性化「スマートＨＡＲＩＭＡ」を旗印に、「ボーダレス

な先進デジタル都市圏」を目指す。 

 (2) 経済戦略の見直し 

   「経済成長のけん引部会」における検討の結果、３つの戦略の方向性のうち、「地域

ブランドの育成」を「地域資源の魅力向上」に修正するとともに、関連する５つの柱に

ついても修正を行った。 

【経済戦略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものづくり力の強化 

ものづくりが高い比率を占める播

磨圏域の産業構造において、ものづ

くりが元気になれば、他への波及効
果も大きく、圏域の経済成長の原動

力となる 

地域ブランドの育成 
地域資源の魅力向上 
地域の商品・サービスにブランド

という付加価値が付くことによ
り、価格を通常の商品よりも高く

するだけでなく、地域そのものの

価値も高める。 
地域の地場産品・特産品等の付加

価値の向上、圏域内外での販路開

拓支援・ＰＲに取り組むことで、
地域資源の魅力を高め、圏域の産

業活性化を図る。 

交流人口の増加 

観光客やコンベンション参加者など

交流人口を増やすことで、人口減少
の影響を緩和し、域内消費額を増加 

させ、地域経済の活性化を図る。 

 

圏域の活性化 

ＤＸによる「スマートＨＡＲＩＭＡ」 
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５ 具体的取組の主な見直し方針等について 

(1) 具体的取組の見直し 

現行ビジョンの取組を継承しつつ、連携の効率化を図るため、分野ごとに具体的取組の

統合を図るとともに、デジタル技術の活用を検討した。 

⇒全 56 項目から 44 項目（再掲１項目含む）へ集約化 

  新規＋２：「自治体 DXの推進」、「地産地消の推進」 

    再掲＋１：「人材の確保・育成支援」 

廃止△１：「成年後見支援センター事業に関する連携」 

統合△14：「圏域における地域経済循環の推進」など 25項目を 11項目に統合 

※ 詳細は、「７ 参考データ (2) 具体的取組の比較」を参照 

※ 「人材確保の確保・育成支援」は、「圏域全体の経済成長のけん引」分野の一部の事

業を「圏域全体の生活関連機能サービスの向上」に位置付ける形となる。 

 (2) 成果指標（KPI）について 

  指標が廃止されたもの等を除き、基本的に第２期ビジョンの成果指標を継続して設定す

るとともに、新たな指標を追加する。また、具体的取組ごとの KPI を新たに設定し、毎年

度の進捗管理・効果検証を行う。 

※ 詳細は、別添「資料７ 進捗管理指標（KPI）の設定」を参照 
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７ 参考データ 

 (1) 連携事業の評価（「高次の都市機能の集積・強化」を除く 50事業） 

   

№ 連携事業名 評価 № 連携事業名 評価 

1 播磨圏域経済成長戦略の推進 ○ 32 文化芸術活動の推進 △ 

2 圏域における地域経済循環の推進 △ 33 
公立夜間中学による就学の機会の
提供 

○ 

3 播磨圏域の情報発信 ○ 34 博物館等の相互利用促進 ○  

4 新産業の創出支援 △ 35 図書館の相互利用促進 ○ 

5 ものづくり支援 △ 36 
姫路市男女共同参画推進センター
「あいめっせ」の利用促進 

△ 

6 起業・創業・事業継承支援 ○ 37 
姫路市市民活動・ボランティアサ
ポートセンターの利用促進 

△ 

7 
イノベーションを加速する産学金
官民の交流促進 

○ 38 
郷土資料デジタルアーカイブの運
営 

△ 

8 海外展開への支援 △ 39 若年者等の就労支援 ○ 

9 
ものづくり力を支える人材の育成
支援 

△ 40 
地域住民及び在住外国人等交流促
進 

○ 

10 企業誘致の推進 ○ 41 自然災害等対策事業 ○ 

11 「播磨地域ブランド」の確立 △ 42 
備蓄物資・訓練資機材等の情報共
有 

○ 

12 地場産品の販路拡大支援 △ 43 救急搬送支援システムの広域化 ○ 

13 農商工等連携の推進 △ 44 環境意識の啓発 △ 

14 圏域の観光動向の把握 △ 45 
広域連携バス路線網等の維持・形
成 

○ 

15 広域観光の推進 △ 46 ＪＲ山陽本線環境整備 ○ 

16 インバウンド観光の推進 △ 47 ＪＲ姫新線利用促進 ○ 

17 大規模集客イベントの開催・ＰＲ ○ 48 ＪＲ播但線利用促進 ○ 

18 広域対応型ＭＩＣＥの誘致 △ 49 播磨臨海地域道路網の整備促進 ◎ 

25 
新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等の予防対策と医療
機関受診に関する連携 

○ 50 移住・定住促進 ○ 

26 
ライフステージに応じた広域的な
がん対策の推進 

○ 51 関係市町との人材育成・交流 ○ 

27 
成年後見支援センター事業に関す
る連携 

○ 52 文化財担当者の連係体制の構築 △ 

28 成年後見制度の普及啓発 ○ 53 公共施設マネジメントの推進 ○ 

29 
スポーツ合宿・スポーツ大会等の
誘致促進 

○ 54 
地方分権制度及び特区等の活用促
進 

△ 

30 
スポーツ関連情報交換の促進によ
る地域間交流の推進 

△ 55 新たな連携事業の検討 △ 

31 スポーツ指導者の育成 ○ 56 職員研修事業 ◎ 
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 (2) 具体的取組の比較 

連携項目（第 2 期ビジョン） 方針 連携項目（第3 期ビジョン） 

１ 播磨圏域経済成長戦略の推進 
統合 １ 播磨圏域経済成長戦略の推進 

２ 圏域における地域経済循環の推進 

３ 播磨圏域の情報発信 ― 13 播磨圏域の情報発信 

４ 新産業の創出支援 統合 

２ ものづくり企業の産業イノベーションへ

の支援 

  ※「４ 新産業の創出支援」と「７ イノベーショ

ンを加速する産学金官民の交流促進」を統合 

５ ものづくり支援 統合 

３ 中小企業の活性化と持続的成長支援 

※「５ ものづくり支援」と「８ 海外展開への

支援」を統合 

６ 起業・創業・事業承継支援 ― ４ 起業・創業・事業承継支援 

７ イノベーションを加速する産学金官民の

交流促進 
統合 

※「２ ものづくり企業の産業イノベーションへ

の支援」へ 

８ 海外展開への支援 統合 ※「３ 中小企業の活性化と持続的成長支援」へ 

９ ものづくり力を支える人材の育成 統合 

５ 人材の確保・育成支援 

※「９ ものづくり力を支える人材の育成」と

「39 若年者等の就業支援」を統合 

10 企業誘致の推進 ― ６ 企業誘致の推進 

11 「播磨地域ブランド」の確立 ― ７ 地場産品・特産品の高付加価値化の推進 

12 地場産品の販路開拓支援 ― ８ 地場産品・特産品の販路開拓支援 

13 農商工等連携の推進 ― ９ 農商工等連携の推進 

14 圏域の観光動向の把握 
統合 10 戦略的な広域観光の推進 

15 広域観光の推進 

16 インバウンド観光の推進 ― 11 インバウンド観光の推進 

17 大規模集客イベントの開催・PR 
統合 12 大規模集客イベント・MICE での連携 

18 広域対応型 MICE の誘致 

19 二次救急医療体制の確保 
統合 14 高度な医療サービスの提供 

20 三次救急医療機関との連携 

21 医療従事者の確保 統合 ※「18 保健医療サービスの強化」へ 

22 姫路駅周辺整備事業の推進 ― 15 姫路駅周辺整備事業の推進 

23 都市交通システムの整備推進 ― 16 都市交通システムの整備促進 

24 市内大学及び連携大学支援 ― 17 市内大学及び連携大学支援 

25 新型インフルエンザ等の予防対策と医療

機関受診に関する連携 
統合 18 保健医療サービスの強化 

26 ライフステージに応じた広域的ながん対

策の推進 

27 成年後見支援センター事業に関する連携 廃止 ― 

28 成年後見制度の普及啓発 ― 19 成年後見制度の普及啓発 
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連携項目（第 2 期ビジョン） 方針 連携項目（第3 期ビジョン） 

29 スポーツ合宿・スポーツ大会等の誘致促

進 

統合 20 スポーツの振興 30 スポーツ関連情報交換の促進による地域

間交流の推進 

31 スポーツ指導者の育成 

32 文化芸術活動の推進 ― 21 文化芸術活動の推進 

33 公立夜間中学による就学の機会の提供 ― 22 公立夜間中学による就学の機会の提供 

34 博物館等の相互利用促進 ― 23 博物館等の相互利用促進 

35 図書館の相互利用促進 ― 24 図書館の相互利用促進 

36 姫路市男女共同参画推進センター「あい

めっせ」の利用促進 
― 

25 姫路市男女共同参画推進センター「あい

めっせ」の利用促進 

37 姫路市市民活動・ボランティアサポート

センターの利用促進 
― 

26 姫路市市民活動・ボランティアサポート

センターの利用促進 

38 郷土資料デジタルアーカイブの運営 ― 27 郷土資料デジタルアーカイブの運営 

39 若年者等の就業支援 統合 
28 （再掲）人材の確保・育成支援 

※「人材の確保・育成支援」へ 

40 地域住民及び在住外国人等の交流促進 ― 29 地域住民及び在住外国人等の交流促進 

41 自然災害等対策 
統合 30 自然災害等対策 

42 備蓄物資・訓練資機材等の情報共有 

43 救急搬送支援システムの広域化 ― 31 消防分野の連携・協力の推進 

44 環境意識の啓発 ― 32 環境意識の啓発 

45 広域連携バス路線網等の維持・形成 ― 33 広域連携バス路線網等の維持・形成 

― 新規 34 自治体DXの推進 

46 ＪＲ山陽本線環境整備 

統合 
35 ＪＲ山陽本線、ＪＲ姫新線、ＪＲ播但線

の利用促進 
47 ＪＲ姫新線利用促進 

48 ＪＲ播但線利用促進 

49 播磨臨海地域道路網の整備促進 ― 36 播磨臨海地域道路網の整備促進 

― 新規 37 地産地消の推進 

50 移住・定住の促進 ― 38 移住・定住の促進 

51 関係市町との人材育成・交流 ― 39 関係市町との人材育成・交流 

52 文化財担当者の連携体制の構築 ― 40 文化財担当者の連携体制の構築 

53 公共施設マネジメントの推進 ― 41 公共施設マネジメントの推進 

54 地方分権制度及び特区等の活用促進 ― 42 地方分権制度及び特区等の活用促進 

55 新たな連携事業の検討 ― 43 新たな連携事業の検討 

56 職員研修事業 ― 44 職員研修事業 

 


